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戸
石
泰
一
「
玉
砕
」
と
太
宰
治
「
散
華
」
を
め
ぐ
る 

三
田
悊
の
覚
書 

 
―

翻
刻
と
解
釈―

 
  

小 

澤 
 

純 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
太
宰
治 

散
華 

戸
石
泰
一 

玉
砕 

三
田
悊 

  

一
、
は
じ
め
に―

―

「
三
田
循
司
関
連
資
料
」 

 

太
宰
治
「
散
華
」（「
新
若
人
」
一
九
四
四
・
三
）
に
登
場
す
る
「
三
田
君
」

は
、
ア
ッ
ツ
島
で
戦
死
し
た
三
田
循
司
（
一
九
一
七
～
一
九
四
三
）
が
モ

デ
ル
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
「
戸
石
君
」
と
し
て

登
場
す
る
戸
石
泰
一
（
一
九
一
九
～
一
九
七
八
）
は
、
共
に
太
宰
を
訪
ね

た
二
高
・
東
京
帝
大
国
文
科
の
先
輩
で
あ
る
三
田
に
つ
い
て
、
戦
後
、「
散

華
」
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
迫
っ
た
「
玉
砕
」（「
小
説
朝
日
」
一
九
五
二
・

九
）
を
発
表
し
た
。
山
内
祥
史
「
資
料
紹
介 

三
田
循
司
と
太
宰
治―

―

太
宰
治
全
集
未
収
録
葉
書
六
通
の
紹
介
を
中
心
に―

―

」（『
太
宰
治
研
究

18
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
・
五
）
が
三
田
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
情
報
を
、

『
太
宰
生
誕
100
年
三
田
循
司
資
料
特
別
公
開
記
念 

三
田
循
司
詩
抄
／

太
宰
治
短
編
「
散
華
」』（
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
、
二
〇
〇
九
・
一
〇
）
が

同
人
誌
に
発
表
し
た
り
手
帖
に
書
き
残
し
た
り
し
た
三
田
の
詩
作
品
を
纏

め
て
い
る
。
稿
者
は
こ
れ
ま
で
三
田
の
学
生
時
代
の
日
記
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
所
蔵
の
「
三
田
循
司
資
料
」
の
調
査
・
分
析
を

進
め
て
き
た
が
、
調
査
の
過
程
で
三
田
だ
け
を
中
心
と
し
て
は
捉
え
ら
れ

な
い
資
料
も
確
認
で
き
た
た
め
、
資
料
全
体
に
つ
い
て
「
三
田
循
司
関
連

資
料
」
と
い
う
名
称
を
用
い
て
き
た

（
１
）

。 

本
稿
で
は
、
同
館
所
蔵
の
［
資
料
番
号93609

］「
戸
石
泰
一
著
「
玉
砕
」

コ
ピ
ー
」
に
、
三
田
循
司
の
弟
で
あ
る
三
田
悊せ

い

（
一
九
一
九
～
一
九
九
二
）

が
書
き
残
し
た
覚
書
の
全
文
を
翻
刻
し
紹
介
す
る
。 
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二
、
三
田
悊
の
覚
書
・
翻
刻 

 

早
い
も
の
で 

今
年
は 

兄
の
三
十
七
回
忌 

で
す 

 

こ
の
小
冊
子
は 

兄
の
二
高
か
ら
東
大
と
文 

学
の
仲
間
で
あ
っ
た 

戸
石
泰
一
さ
ん
が 

兄
の
軍
隊
時
代
の
手
帖
な
ど
を
参
考
に
し
な 

が
ら
か
き
上
げ
た
作
品
で
す 

冒
頭 

大マ
マ

宰
治
さ
ん
宛
の
兄
の
手
紙
が 

の
っ
て
お
り
ま
す
が 

そ
の
文
面
が
私
の
記 

憶
し
て
い
る
文
面
と
少
し
ち
が
っ
て
お
り
ま 

す
の
で
書
き
し
る
し
て
お
き
た
い
と
思
い 

ま
す 

 

大マ
マ

宰
さ
ん 

お
元
気
で
す
か 

遠
い
空
か
ら 

お
う
か
が
い 

い
た
し
ま
す 

大
い
な
る 

文
学
の
た
め
に
死
ん
で
下
さ
い 

私
も
死
に
ま
す 

こ
の
戦
争
の
た
め
に 

 

（
ち
な
み
に
兄
が
最
も
私
淑
し
て
い 

 

た
詩
人
で
あ
り
評
論
家
の
山
岸 

 

外
史
さ
ん
宛
の
兄
の
最
后
の
手
紙 

 

は 

 

「
極
烈
に
死
ぬ
べ
く
準
備
中
」
で
あ
り 

家
宛
の
最
後
の
手
紙
は
「
元
気
」 

 

の
二
字
で
し
た
） 

 

私
は
何
時
の
日
か 

兄
の
遺
稿
集
を
ま 

と
め
上
げ
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
が 

未 

だ
に
果
し
得
な
い
ま
ま
に
三
十
数
年
の 

才
月
が
流
れ
ま
し
た 

 

い
ず
れ
兄
の
原
稿
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
の
で
す
が 

ま
ず
三
十
七
回
忌
に
当
り 

兄
を
知
る
皆
様
に
戸
石
さ
ん
の
作
品
を
お 

お
く
り
し 

兄
を
し
の
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い 

ま
す 

尚 

こ
の
作
品
を
か
か
れ
た
戸
石
さ
ん
も
こ
の 

世
を
去
っ
て
し
ま
い 

山
岸
さ
ん
、
大マ

マ

宰
さ
ん
、 

兄
の
文
学
を
知
っ
て
い
た
人
は 

み
ん
な
帰 

ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た 

私
は
あ
ら
た
め
て 

才
月
と
い
う
も
の
を
し
み 

じ
み
と
知
る
思
い
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三 

田 

悊 
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三
、
解
釈―

―

「
大
い
な
る
」
を
め
ぐ
る
磁
極 

 
本
資
料
［
資
料
番
号93609

］
は
、
三
田
の
三
十
七
回
忌
に
あ
た
り
、
お

そ
ら
く
悊
が
関
係
者
に
配
布
あ
る
い
は
郵
送
し
た
戸
石
「
玉
砕
」
本
文
を

複
写
し
た
小
冊
子
（
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
）
で
あ
り
、
そ
の
表
紙
見
返
し
に

は
前
節
で
翻
刻
し
た
挨
拶
文
め
い
た
覚
書
が
手
書
き
・
二
段
組
み
で
綴
ら

れ
て
い
る
。
三
十
七
回
忌
は
三
田
の
戦
死
か
ら
三
六
年
後
に
行
っ
た
は
ず

な
の
で
、
一
九
七
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
戸
石
泰
一
が
一
九
七
八
年
一
〇

月
三
一
日
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
玉
砕
」
の
小
冊
子
が
配
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
玉
砕
」
の
本
文
は
「
小
説
朝
日
」
一
九
五
二

年
九
月
号
か
ら
の
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
戸
石
が
生
前
関
わ
っ
た
文
芸
同
人

誌
「
群
狼
」
第
十
二
号
〈
戸
石
泰
一
追
悼
特
集
号
〉（
一
九
七
九
・
二
）
の

再
掲
版
か
ら
、
挿
絵
ご
と
コ
ピ
ー
さ
れ
て
い
る
。
同
特
集
号
に
は
、
鶴
岡

征
雄
「
戸
石
泰
一 

年
譜
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て

参
照
し
た
。
ま
た
、
三
田
循
司
の
み
な
ら
ず
三
田
家
や
三
田
の
人
間
関
係

に
つ
い
て
の
基
礎
情
報
等
は
、
赤
澤
征
夫
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
「
温
故
知
新
」

（http://www.sekiou-ob.com/newmitajunji/top.html 

、
二
〇
二

三
・
七
・
一
閲
覧
）
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
太
宰
は
一
九
四
八
年
、
山
岸

外
史
も
一
九
七
七
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
「
兄
の
文
学
を

知
っ
て
い
た
人
」
が
「
み
ん
な
帰
ら
ぬ
人
に
な
っ
」
て
間
も
な
く
、
悊
は
、

「
玉
砕
」
本
文
に
こ
の
覚
書
を
添
え
て
、「
兄
の
文
学
」
の
記
憶
を
繫
い
で

い
こ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。 

悊
は
、「
散
華
」
と
「
玉
砕
」
と
で
は
三
田
か
ら
太
宰
に
宛
て
た
書
簡
の

内
容
に
ず
れ
が
あ
り
、
自
身
の
記
憶
を
頼
り
に
、「
散
華
」
の
文
言
が
正
し

い
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
る
。
し
か
し
別
稿
で
既
に
触
れ
た
が
、
悊
の
記

憶
の
中
の
三
田
循
司
書
簡
は
、「
散
華
」
の
も
の
と
も
微
妙
に
異
な
っ
て
い

る
点
は
大
変
気
に
な
る

（
２
）

。
悊
も
ま
た
「
記
憶
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
明
記

し
た
の
は
、
兄
の
遺
品
で
あ
る
書
簡
が
手
許
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。「
散
華
」
本
文
で
は
、「
弟
さ
ん
は
遺
稿
集
に
就
い
て
の
相
談
」

の
た
め
に
上
京
し
「
山
岸
さ
ん
」
と
「
私
」（
太
宰
が
モ
デ
ル
）
と
の
三
人

で
話
し
合
う
。「
私
」
が
「
開
巻
第
一
頁
に
、
三
田
君
の
あ
の
お
便
り
を
、

大
き
い
活
字
で
組
」
み
た
い
と
主
張
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
、

戦
中
に
悊
が
書
簡
を
実
見
し
た
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
た
い
が
、
現
在
、

当
該
資
料
の
所
在
は
明
ら
か
で
な
く
、
太
宰
家
に
い
つ
ま
で
保
管
さ
れ
て

い
た
の
か
も
分
か
ら
な
い
し
、
本
当
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
も
実
は
確
定

し
得
な
い
。
現
物
の
展
示
や
写
真
の
公
開
は
、
一
度
も
な
い
。 

例
え
ば
、
三
田
の
遺
稿
集
の
編
纂
や
三
田
を
主
人
公
に
し
た
作
品
を
執

筆
し
よ
う
と
し
た
山
岸
が
借
り
受
け
た
ま
ま
だ
っ
た
の
か
、
八
雲
書
店
の

『
太
宰
治
全
集
』
の
仕
事
を
委
嘱
さ
れ
た
り
檀
一
雄
『
小
説
太
宰
治
』（
六

興
出
版
社
、
一
九
四
九
・
一
一
）
の
「
年
譜
」
を
編
ん
だ
り
し
て
太
宰
家
へ

の
出
入
り
も
あ
っ
た
戸
石
（
一
九
四
八
年
一
一
月
か
ら
一
九
五
一
年
六
月

頃
ま
で
三
鷹
下
連
雀
に
住
み
桜
桃
忌
に
も
関
与
）
が
「
玉
砕
」
執
筆
時
に

書
簡
を
実
見
で
き
た
の
か
、
い
ず
れ
も
可
能
性
は
あ
る
が
確
証
は
な
い
。

た
だ
悊
は
、
太
宰
や
山
岸
と
の
や
り
と
り
を
そ
の
後
も
続
け
た
し
、
悊
の

「
三
冊
の
手
帖
」（「
展
」
創
刊
号
〈
特
集
戸
石
泰
一
〉、
一
九
八
〇
・
一
二
）
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に
よ
れ
ば
、
米
沢
に
疎
開
し
て
い
た
山
岸
の
元
に
転
が
り
込
ん
だ
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
戦
後
に
は
上
京
し
て
暮
ら
し
毎
日
の
よ
う
に
戸
石
と
交
流
し

て
い
た
と
も
あ
る
。
太
宰
が
三
田
か
ら
受
け
取
っ
た
書
簡
を
、
戸
石
と
同

様
に
、
悊
が
戦
後
に
も
再
確
認
し
て
い
た
可
能
性
は
等
し
く
あ
り
、
そ
の

上
で
、
三
者
三
様
の
三
田
書
簡
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
由
来
に
つ
い
て

想
像
し
て
い
く
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
、「
散
華
」
と
「
玉
砕
」

の
書
簡
の
文
面
を
順
に
引
用
す
る
。 

 

・「
散
華
」 

御
元
気
で
す
か
。
／
遠
い
空
か
ら
御
伺
ひ
し
ま
す
。
／
無
事
、
任
地 

に
着
き
ま
し
た
。
／
大
い
な
る
文
学
の
た
め
に
、
／
死
ん
で
下
さ
い
。 

／
自
分
も
死
に
ま
す
、
／
こ
の
戦
争
の
た
め
に
。 

 

・「
玉
砕
」 

先
生
／
死
ン
デ
下
サ
イ
／
文
学
ノ
タ
メ
ニ
／
私
モ
／
死
ニ
マ
ス
／
大 

イ
ナ
ル
戦
争
ノ
タ
メ
ニ
／
（
三
田
循
司
・
太
宰
治
宛
の
手
紙
） 

 

森
田
實
蔵
「
太
宰
さ
ん
の
思
い
出
」（『
太
宰
治
研
究
３
』
和
泉
書
院
、
一

九
九
六
・
七
）
以
来
、
戸
石
が
書
簡
を
実
見
し
書
き
写
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
や
太
宰
の
作
家
的
特
性
か
ら
、
現
時
点
で
は
山
内
前
掲
論
考

等
、
太
宰
の
側
が
「
創
作
」
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

悊
が
三
田
の
身
内
で
あ
る
こ
と
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
悊
の
覚
書
で

の
主
張
を
た
だ
見
過
ご
す
こ
と
は
躊
躇
わ
れ
る
。
三
田
の
他
の
書
簡
を
日

本
現
代
詩
歌
文
学
館
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
片
仮
名
で
手
紙
を
認
め

る
こ
と
は
な
く
、
戸
石
に
よ
る
エ
ピ
グ
ラ
フ
で
の
表
現
は
太
宰
『
右
大
臣

実
朝
』（
錦
城
出
版
社
、
一
九
四
三
・
九
）
を
意
識
し
た
書
法
と
も
考
え
ら

れ
、
戸
石
の
側
に
「
創
作
」
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。 

掲
載
誌
「
小
説
朝
日
」
は
い
わ
ゆ
る
中
間
小
説
誌
の
は
し
り
で
あ
り
、

「
玉
砕
」
は
一
九
五
二
年
九
月
号
の
「
特
集
戦
記
文
学
」
に
火
野
葦
平
「
イ

ワ
ラ
ジ
河
を
降
る
」、
柴
田
錬
三
郎
「
沖
縄
心
中
」、
宮
内
寒
彌
「
呉
海
軍
夫

人
部
隊
」
と
共
に
掲
載
さ
れ
、
目
次
に
は
リ
ー
ド
文
「
北
辺
の
孤
島
ア
ツ

ツ
に
倒
れ
て
行
つ
た
学
徒
兵
の
手
記
、
玉
砕
し
た
部
隊
の
真
相
は…

…

」

が
添
え
ら
れ
、
読
者
に
作
品
の
見
所
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
ま
た
二
ヵ

月
前
に
刊
行
さ
れ
た
「
小
説
朝
日
〈
夏
の
臨
時
増
刊
話
の
手
帖
〉」（
一
九

五
二
・
七
）
に
は
、
戸
石
「
ア
号
作
戦
珍
兵
器
列
伝―

―

あ
ら
ゆ
る
困
苦
欠

乏
に
た
え
つ
つ
創
意
工
夫
し
科
学
的
新
兵
器
に
対
抗
す
る
涙
ぐ
ま
し
き
話

―
―

」
が
、
大
下
宇
陀
児
「
風
雲
テ
キ
屋
親
分
伝
」
と
楳
本
捨
三
「
銃
殺
志

願
集
団
」
に
挟
ま
れ
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
忍
術
訓
練
」
を
は
じ
め
、
物
量

に
差
が
あ
る
対
ア
メ
リ
カ
戦
で
の
「
創
意
工
夫
」
が
虚
実
織
り
交
ぜ
て
列

挙
さ
れ
る
。
こ
の
娯
楽
に
寄
っ
た
作
品
の
掲
載
を
経
て
、
駆
け
出
し
の
作

家
で
あ
っ
た
戸
石
に
は
晴
れ
舞
台
と
捉
え
ら
れ
る
雑
誌
に
「
玉
砕
」
が
掲

載
さ
れ
た
点
に
は
留
意
し
た
い
。 

推
測
の
域
を
出
な
い
が
、「
特
集
戦
記
文
学
」
の
読
者
に
と
っ
て
、「
大

い
な
る
文
学
」
で
は
な
く
「
大
イ
ナ
ル
戦
争
ノ
タ
メ
ニ
」
死
ぬ
こ
と
を
師

で
あ
る
太
宰
に
戦
地
か
ら
訴
え
戦
死
す
る
「
三
田
循
司
」
と
い
う
主
人
公

像
の
方
が
、
わ
か
り
易
く
刺
激
的
な
構
図
で
戦
争
の
〈
悲
劇
〉
を
伝
え
る
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こ
と
が
で
き
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発

効
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
プ
レ
ス
コ
ー
ド
が
解
除
さ
れ
た
時
期
に
近
い
な
か
、

し
か
も
太
宰
没
後
で
あ
り
、「
散
華
」
に
引
用
さ
れ
た
書
簡
を
改
変
し
て
も

戸
石
は
創
作
の
師
か
ら
咎
め
ら
れ
る
心
配
は
な
か
っ
た
。
一
九
五
二
年
当

時
、
太
宰
の
「
散
華
」
は
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
創
作
集
や
全
集
類
に
収
録

さ
れ
て
お
ら
ず
、
掲
載
誌
「
新
若
人
」
や
戦
時
下
の
創
作
集
『
佳
日
』（
肇

書
房
、
一
九
四
四
・
八
）
を
所
持
し
て
い
な
い
読
者
に
は
比
較
で
き
な
か

っ
た
し
、
そ
う
し
た
読
者
は
限
り
な
く
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

し
か
し
、
太
宰
文
学
の
本
文
の
管
理
に
も
携
わ
っ
た
津
島
美
知
子
や
三

田
の
遺
族
の
目
に
は
、「
散
華
」
と
「
玉
砕
」
に
お
け
る
書
簡
の
文
言
の
違

い
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
か
。
前
掲
「
三
冊
の
手
帖
」
に
よ
れ
ば
、

悊
は
花
巻
に
帰
郷
し
た
後
も
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
上
京
す
る
た
び
に
戸

石
に
会
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
結
局
、
戸
石
は
生
前
に
「
玉
砕
」
を
単
行
本

に
収
録
し
な
か
っ
た
こ
と
も
気
に
掛
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
戸
石
が
実
際
の

書
簡
を
改
変
し
た
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
む
し
ろ
太
宰
が
原
文
を
改
変

す
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
た
本
来
的
に
は
戦
争
と
距
離
を
置
く
「
三
田
循

司
」
像
を
、
戸
石
が
事
実
に
基
づ
い
て
崩
し
た
と
い
う
可
能
性
も
残
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
る
。 

実
際
の
三
田
の
太
宰
宛
書
簡
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
結
論
は
出
な
い
が
、

そ
れ
で
も
「
大
い
な
る
」
／
「
大
イ
ナ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
「
文
学
」
に
向

け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
戦
争
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
差
異
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
森
田
が

前
掲
の
文
章
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
太
宰
が
高
く
評
価
し
た
三
田
の

詩
「
高
架
」（「
芥
」
三
号
、
一
九
四
一
・
三
）
に
は
、「
闇
夜
虚
空
に
鍜
へ

ら
れ
て
光
を
發
し
／
厲
し
き
精
神
を
散
華
せ
り―

」（
九
・
一
〇
行
目
）
と

い
う
箇
所
が
あ
り
、
太
宰
「
散
華
」
の
表
題
と
言
葉
を
響
き
合
わ
せ
て
い

る
が
、
同
時
に
第
一
行
目
は
、「
あ
あ
滿
天
星
空
大
い
な
る
か
な
」
と
始
ま

る
の
で
あ
り
、「
大
い
な
る
」
の
一
語
が
、「
一
列
に
日
を
と
も
」
す
「
人
々

の
世
界
」（
二
行
目
）
と
対
比
さ
れ
る
「
星
空
」
へ
の
感
嘆
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。「
大
イ
ナ
ル
戦
争
」
よ
り
は
、「
大
い
な
る
文
学
」
に
寄
り
添
っ
た
用

い
方
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
同
時
代
の
詩
の
領
域
に
お
い
て
は
、
時
局
的
な
詩
を
多
く
含
む
高

村
光
太
郎
『
大
い
な
る
日
に
』（
道
統
社
、
一
九
四
二
・
四
）
の
表
題
や
収

録
さ
れ
た
詩
の
用
例
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。「
序
」
に
は
以
下
の

文
言
が
あ
る
。 

 

支
那
事
変
勃
発
以
来
皇
軍
昭
南
島
入
場
に
至
る
ま
で
の
間
に
書
い 

た
詩
の
中
か
ら
三
十
七
篇
を
選
ん
で
こ
こ
に
集
め
た
。
た
だ
此
の
大 

い
な
る
日
に
生
く
る
身
の
衷
情
と
感
激
と
を
伝
へ
た
い
と
思
ふ
ば
か 

り
で
あ
る
。
／
昭
和
十
七
年
三
月
／
高
村
光
太
郎 

 

光
太
郎
は
同
詩
集
の
中
で
日
本
軍
勝
利
を
言
祝
ぐ
詩
を
幾
篇
も
収
め
て

い
る
が
、
詩
集
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
余
す
こ
と
な
く
伝
え
た
序
文
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
戦
が
始
ま
っ
た
翌
日
の
一
九
四
二
年
二
月

九
日
夜
に
書
か
れ
た
「
こ
と
ほ
ぎ
の
詞
」（
初
出
「
讀
賣
新
聞
」
一
九
四
二
・

二
・
一
一
）
は
、「
久
し
い
か
な
、
二
千
六
百
二
年
。
／
さ
か
ん
な
る
か
な
、
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け
ふ
の
こ
の
よ
き
日
。
／
始
馭
天
下
之
天
皇
、
／
橿
原
宮
に
大
基
を
は
じ

め
た
ま
ひ
て
よ
り
、
／
か
く
の
如
き
大
い
な
る
日
あ
ら
ん
や
。」
で
始
ま
り
、

「
今
上
陛
下
指
さ
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
、
／
あ
れ
ら
よ
ろ
こ
び
お
も
む
く
な

り
。
／
あ
き
ら
け
き
か
な
、
大
い
な
る
か
な
、
け
ふ
の
賀
節
。」
で
締
め
括

ら
れ
る
。
ま
さ
に
、「
大
い
な
る
」
と
「
戦
争
」
の
二
語
は
ウ
ル
ト
ラ
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
溶
け
込
み
接
続
す
る
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
三
田
の
日
記

の
最
後
の
日
付
は
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
日
で
あ
る
一
九
四
一
年
一
二
月
八

日
（
月
）
で
あ
り
、
偶
然
に
も
徴
兵
検
査
を
受
け
る
日
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

は
「Radio

のnews 

次
々
と
楽
曲
の
放
送
。
／Announcer

の
緊
迫
し
た

声
。
／
徴
兵
検
査
の
朝
に
宣
戦
の
報
。
／
も
の
す
ご
い
。
も
の
す
ご
い
。
／

み
ん
な 

し
つ
か
り 

ゆ
か
う
。
／
ほ
ん
と
う
に
一
億
一
心
だ
。
／
あ
あ

俺
も
ゆ
く
。」
と
い
っ
た
昂
奮
も
書
き
付
け
ら
れ
て
い
て
、
光
太
郎
の
戦
時

下
の
詩
群
と
近
い
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う

（
３
）

。 

別
稿
で
触
れ
た
こ
と
を
纏
め
れ
ば

（
４
）

、
三
田
は
同
郷
花
巻
の
詩
人
・
宮
澤

賢
治
に
傾
倒
し
、
未
定
詩
稿
「
宮
沢
賢
治
先
生
の
詩
碑
の
前
で
」
を
書
き

残
し
た
り
賢
治
の
弟
・
清
六
と
交
流
し
手
帖
や
原
稿
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
い
る
が
、
賢
治
を
同
時
代
に
高
く
評
価
し
た
の
は
光
太
郎
で
あ
り
、

花
巻
に
あ
る
賢
治
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
詩
碑
（
一
九
三
六
年
一
一
月
建
立
）

の
詩
の
一
節
を
揮
毫
し
た
り
、
賢
治
の
全
集
刊
行
に
も
関
わ
っ
た
り
し
て

い
た
。
戦
時
下
の
賢
治
ブ
ー
ム
の
只
中
、
三
田
は
、
一
九
四
一
年
二
月
一

七
日
の
日
記
で
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
新
聞
切
り
抜
き
を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
同
時
期
に
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
て
い
た
火
野
葦
平
『
新
し

き
地
図
』（
一
九
四
〇
・
一
二
・
六
～
四
一
・
五
・
二
一
）
の
一
九
四
一
年

二
月
一
七
日
掲
載
の
第
七
二
回
分
か
ら
で
あ
り
、
戦
傷
し
た
帰
還
兵
で
あ

っ
た
主
人
公
・
青
地
千
太
郎
が
銃
後
で
の
総
動
員
体
制
に
順
応
し
よ
う
と

し
て
い
く
際
に
、「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
が
精
神
の
支
え
と
な
っ
て
い
く
箇
所

で
あ
る
。
構
大
樹
『
宮
沢
賢
治
は
な
ぜ
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
続
け
る
の
か
』

（
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
九
・
九
）
は
『
新
し
き
地
図
』
の
賢
治
表
象
を
含

め
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
の
賢
治
受
容
の
危
う
さ
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い

る
が
、「
大
い
な
る
」
が
い
ず
れ
の
言
葉
を
修
飾
す
る
に
せ
よ
、「
散
華
」
に

書
き
込
ま
れ
た
「
純
粋
の
献
身
」
の
一
語
と
の
親
和
性
に
つ
い
て
は
注
意

し
て
お
き
た
い
。 

も
う
一
点
、
三
田
と
光
太
郎
の
接
点
と
し
て
重
要
な
の
は
オ
ー
ギ
ュ
ス

ト
・
ロ
ダ
ン
で
あ
る
。
山
内
の
前
掲
論
考
で
は
、
入
営
後
の
三
田
が
山
岸

に
深
く
傾
倒
し
て
い
っ
た
の
は
、
山
岸
「
ロ
ダ
ン
論―

或
ひ
は
私
の
彫
刻

論―

」（「
赤
門
文
学
」
一
九
四
二
・
九
）、「
ロ
ダ
ン
論
（
続
き
）」（
同
、
一

九
四
二
・
一
〇
）
を
読
ん
だ
か
ら
と
述
べ
て
お
り
参
考
に
な
る
が
、
三
田

の
日
記
を
読
め
ば
、
三
田
が
山
岸
の
ロ
ダ
ン
論
発
表
以
前
に
ロ
ダ
ン
に
関

心
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
に
お
け
る
ロ
ダ
ン
受
容
の
先
駆
者
は

光
太
郎
で
あ
り
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
ロ
ダ
ン
論
や
ロ
ダ
ン
の

翻
訳
を
精
力
的
に
発
表
し
た
。
昭
和
期
に
入
っ
て
も
光
太
郎
に
よ
る
評
伝

『〈
ア
ル
ス
美
術
叢
書
〉
ロ
ダ
ン
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
七
・
四
）
が
多
数
の

写
真
版
入
り
で
上
梓
さ
れ
、
一
九
一
六
年
五
月
に
阿
蘭
陀
書
房
か
ら
刊
行

さ
れ
た
光
太
郎
訳
『
ロ
ダ
ン
の
言
葉
』
と
一
九
二
〇
年
五
月
に
叢
文
閣
か

ら
刊
行
さ
れ
た
『
続
ロ
ン
の
言
葉
』
が
、
一
九
三
七
年
九
月
に
叢
文
閣
か

ら
再
刊
さ
れ
て
い
る
。 
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三
田
の
一
九
四
一
年
九
月
二
六
日
（
金
）
の
日
記
に
は
、「Rodin

の
彫

刻
の
素
晴
ら
し
さ
、
／
そ
れ
こ
そ
芸
術
だ
！
／
素
晴
ら
し
い
、
／
一
瞬
に

感
受
さ
れ
る
ほ
ん
も
の
／
の
芸
術
性
／
／
稲
妻
だ
。」
と
あ
り
、
続
く
二
七

日
（
土
）
で
は
、「
高
村
光
太
郎
訳
〝
続Rodin

の
言
葉
〟
／Rodin

の
こ

と
ば 

〝
若
き
芸
術
家
に
〟
／
感
激
し
た
、
／
／
一
寸
見
渡
し
た
所
、
／

Rodin

の
彫
刻
が
一
番
ぴ
つ
た
り
来
る
、
／
全
的
に
。」
と
書
き
進
め
、
光

太
郎
訳
に
よ
っ
て
読
ん
で
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
二
八
日
（
日
）
に
は
、

「
今
、
い
の
ち
こ
そ
神
、
で
は
な
い
か
と
、Rodin

に
／
示
唆
さ
れ
る
／

Rodin 

〝
生
命
、
此
の
驚
異
〟
と
叫
ん
だ
。
／Rodin

に
対
し
て
、
最
も
／

親
接
な 

芸
術
的
血
脈
を
感
じ
る
。
／
そ
れ
は
彫
刻
だ
ら
う
か
？
」
と
記

し
た
後
に
、「
〝
す
べ
て
に
見
棄
て
ら
れ
た
〟
／
こ
の
痛
烈
な
る
孤
独
感
の

ど
ん
底
に
／
於
い
て
、
〝
神
の
み
ぞ
我
を
見
守
る
〟
／
と
い
ふ
痛
烈
な
歓

喜
が
湧
き
／
立
つ
て
来
な
い
だ
ら
う
か
。
神
の
寵
児
、
／
そ
の
幸
福
感
！
」

と
い
う
箇
所
が
あ
り
、
太
宰
か
ら
の
一
九
四
一
年
九
月
八
日
付
三
田
宛
書

簡
に
あ
っ
た
「
神
の
寵
児
」
を
用
い
た
入
院
中
の
三
田
へ
の
励
ま
し
の
言

葉
に
呼
応
し
、
ロ
ダ
ン
へ
の
共
感
を
交
え
な
が
ら
自
ら
詩
人
で
あ
ら
ん
と

欲
す
る
気
持
ち
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る

（
５
）

。
学
生
時
代
の
最
後

の
日
記
ノ
ー
ト
の
裏
見
返
し
部
分
に
は
「Rodin

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
興
味
深
い
。 

と
こ
ろ
で
、
九
月
二
七
日
（
土
）
の
日
記
の
後
半
部
分
に
は
、「
あ
あ
溜

息
が
出
る
、
感
嘆
す
る
、
／Rodin

の
彫
刻
に
は
。
／
／
美
と
はNothing

で
あ
る
、
／
我
々
人
間
は
、
た
ゞ 

真
を
さ
が
し
求
め
、
／
そ
れ
を
最
大

限
に
ま
ね
れ
ば
、
そ
れ
で
い
ゝ
。
／
美
は
そ
こ
に
自
ら
下
り
て
来
る
。
／

Rilke

の
〝Rodin

〟
は
い
ゝ
。」
と
あ
る
。
こ
の
時
期
、
リ
ル
ケ
の
ロ
ダ
ン

論
の
翻
訳
は
、
ラ
イ
ナ
ー
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ
／
石
中
象
治
『
ロ
ダ
ン
』

（
弘
文
堂
、
一
九
四
〇
・
八
）
と
リ
ル
ケ
／
高
安
國
世
訳
『
ロ
ダ
ン
』（
岩

波
文
庫
、
一
九
四
一
・
六
）
が
続
け
て
上
梓
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
リ
ル

ケ
を
介
し
た
ロ
ダ
ン
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
只
中
に
、
三
田
の
ロ
ダ
ン
へ
の
関

心
や
、
山
岸
の
『
ロ
ダ
ン
論
』（
育
英
書
院
、
一
九
四
四
・
一
）
に
結
実
す

る
ロ
ダ
ン
論
（
リ
ル
ケ
に
触
れ
る
）
の
執
筆
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
三
田
は
リ
ル
ケ
へ
の
関
心
も
深
め
て
お
り
、
徴
兵
検
査
直
前
の
一
二

月
五
日
（
金
）
に
は
、「Rilke 

神
様
の
話
を
昨
夜
よ
ん
だ
。
マ
ル
テ
の
手

記
を
よ
ん
で
ゐ
る
。
／
マ
ル
テ
の
方
が
ず
つ
と
い
ゝ
と
思
ふ
。
神
様
の
話

―
―

よ
く
わ
か
ら
な
い
所
が
多
か
つ
た
、
／
俺
にsense

が
な
い
た
め
だ

ら
う
？
／Rilke

のsense

と
〈
思
念
の
深
さ
〉
に
は
／
お
ど
ろ
く
、
か
な

は
な
い
と
思
ふ
、」
と
あ
り
、
学
生
生
活
の
最
後
ま
で
、
詩
人
リ
ル
ケ
に
仮

託
し
な
が
ら
、
詩
を
想
い
詩
に
苦
し
む
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、

翌
日
の
一
二
月
六
日
（
土
）
に
、「
兵
士
に
な
る
。
そ
れ
も
い
ゝ
。
信
じ
る
。

／
し
か
し 

い
ゝ
詩
が
書
き
た
い
。
行
く
前
に
。
／
ど
う
か
し
て
、
必
ず

つ
く
ら
う
。
／
こ
の
ま
ゝ
で
は
死
ね
な
い
、
／
こ
の
ま
ゝ
で
は
死
ね
な
い
、

／
ど
う
し
て
も 

い
い
も
の
を
書
か
ね
ば
。」
と
綴
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、

詩
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
へ
の
希
求
と
表
裏
一
体
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。 

三
田
は
一
九
四
一
年
の
夏
頃
、
い
わ
ゆ
る
花
柳
病
で
入
院
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
日
記
や
太
宰
書
簡
（
及
び
幾
つ
か
の
「
三
田
循
司
関

連
資
料
」）
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
時
の
混
乱
が
窺
え
る
日

記
ノ
ー
ト
中
の
乱
雑
な
メ
モ
断
片
の
中
に
は
「
高
村
光
太
郎
「
美
に
つ
い
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て
」「
智
恵
子
抄
」」
な
ど
と
あ
り
、
九
月
二
一
日
（
日
）
に
は
、「
し
か
し

高
村
光
太
郎
は
音
楽
性
を
詩
の
／
属
性
の
一
つ
と
看
做
し
、
そ
の
す
べ
て

で
は
な
い
と
／
云
つ
て
ゐ
る
。
果
し
て
さ
う
か
。
わ
か
ら
な
い
。」
と
自
問

す
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
。
退
院
後
、
ロ
ダ
ン
や
リ
ル
ケ
を
は

じ
め
と
し
た
諸
芸
術
や
詩
に
肉
迫
し
て
い
こ
う
と
す
る
紆
余
曲
折
を
、
日

記
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
戸
石
は
、
こ
れ
ら
の
日
記
群

を
経
て
三
田
が
入
営
地
で
密
か
に
執
筆
し
て
い
た
、
現
在
は
所
在
が
不
明

に
な
っ
て
い
る
三
冊
の
手
帖
を
三
田
家
か
ら
借
り
て
参
考
に
し
な
が
ら
、

「
玉
砕
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。
今
で
は
、「
三
冊
の
手
帳
か
ら
」（「
展
」

二
号
、
一
九
八
一
・
九
）
に
抜
き
出
さ
れ
た
詩
群
と
戸
石
が
「
玉
砕
」
で
引

用
し
た
一
部
分
し
か
読
む
こ
と
が
か
な
わ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
例
え
ば
一

九
四
二
年
八
月
三
〇
日
（
日
）
に
手
帖
に
書
か
れ
た
詩
の
言
葉
に
は
、
学

生
時
代
以
後
も
続
い
た
三
田
の
詩
作
へ
の
意
志
が
明
滅
し
て
い
る
。 

 雨
雲
が
し
だ
い
に
低
く
あ
つ
ま
つ
た 

 野
づ
ら
を
掠
め
て 

（
ま
た
舞
ひ
上
り
つ
つ
） 

い
く
ま
ん
の
白
蝶
々
が
南
へ
急
ぐ 

 

ま
だ
ア
ッ
ツ
島
と
い
う
「
任
地
」
に
着
く
前
の
詩
で
あ
る
が
、
学
生
時

代
の
詩
に
比
べ
る
と
、
簡
潔
な
描
写
と
「
い
く
ま
ん
の
白
蝶
々
」
の
取
り

合
わ
せ
に
、
戦
争
と
い
う
情
況
を
生
き
る
象
徴
性
が
息
づ
く
。
以
上
の
こ

と
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
大
い
な
る
」
／
「
大
イ
ナ
ル
」
の
問
題
を
考
え
て
い

く
時
、「
任
地
に
着
」
い
て
か
ら
太
宰
に
送
ら
れ
た
と
さ
れ
る
書
簡
を
実
見

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
遙
か
「
遠
い
空
」
と
交
信
し
続
け

る
「
散
華
」
の
「
三
田
君
」
は
、「
三
井
君
」
の
よ
う
な
「
神
の
よ
ほ
ど
の

寵
児
」
と
い
う
極
限
の
存
在
と
は
な
ら
ず
、
そ
れ
で
も
「
神
の
寵
児
」
た
る

「
詩
人
」（「
心
の
王
者
」、「
三
田
新
聞
」
一
九
四
〇
・
一
・
二
五
）
と
し
て

「
天
使
」
に
喩
え
ら
れ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。「
三
井
君
」
の
無
為
な
「
比

類
が
無
い
」「
美
し
い
臨
終
」
を
通
奏
低
音
と
し
て
遍
く
過
去
・
現
在
・
未

来
の
「
死
」
を
担
保
に
す
る
こ
と
で
、「
純
粋
の
献
身
」
と
い
う
同
時
代
の

（
光
太
郎
も
加
担
し
た
）
賢
治
受
容
と
も
共
振
す
る
磁
場
へ
と
、「
散
華
」

の
読
者
を
甘
美
に
誘
っ
た
の
で
は
な
っ
た
か
。
例
え
ば
賢
治
の
「
グ
ズ
コ

ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」（「
児
童
文
学
」
一
九
三
二
・
四
）
の
自
己
犠
牲
的
な
結

末
に
「
純
粋
の
献
身
」
と
い
う
言
葉
を
与
え
た
と
し
て
も
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
末
期
の
言
説
空
間
の
中
で
は
違
和
感
は
な
い
だ
ろ
う
。 

た
だ
「
散
華
」
の
「
私
」
の
立
脚
点
は
、
あ
く
ま
で
生
き
て
い
る
側
か

ら
、「
人
の
世
の
最
も
美
し
い
も
の
」
へ
と
「
あ
こ
が
れ
努
力
」
す
る
こ
と

に
局
限
さ
れ
て
い
る
と
も
読
み
得
る
。
北
川
透
が
多
く
の
戦
争
協
力
的
観

点
か
ら
の
批
判
を
検
討
し
た
上
で
、「「
散
華
」
の
な
か
の
〈
私
〉
が
親
和
感

を
抱
く
の
は
、
真
面
目
で
純
粋
な
三
田
君
で
は
な
く
、
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な

道
化
役
を
演
じ
る
戸
石
君
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
べ
き
だ
ろ
う
」
と

指
摘
し
た
こ
と
は
、
現
在
も
有
効
で
あ
ろ
う

（
６
）

。
ま
た
、「
私
」
の
書
簡
へ
の

感
動
か
ら
は
巧
妙
に
「
三
田
君
」
の
「
死
」
が
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
と
し
た

松
本
和
也
の
指
摘（

７
）

も
、「
大
い
な
る
文
学
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
の
要
所

170



に
切
り
込
み
示
唆
に
富
む
。
出
来
事
と
し
て
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
「
死
」

に
つ
い
て
は
「
純
粋
の
献
身
」
の
結
果
と
し
て
受
け
容
れ
つ
つ
、
し
か
し

「
私
」
は
「
小
説
家
」
の
ま
ま
、
い
わ
ば
「
遠
い
空
」
へ
と
「
あ
こ
が
れ
努

力
」
し
、
こ
の
具
体
的
な
生
の
「
ト
ン
チ
ン
カ
ン
」
な
過
程
に
足
場
を
置

く
。
三
田
の
詩
「
高
架
」
も
、「
あ
あ
滿
天
大
空
大
い
な
る
か
な
」
と
、「
人

の
世
」
か
ら
「
大
空
」
を
見
上
げ
る
視
座
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
友
を
送

り
て
こ
の
高
架
の
橋
去
り
が
た
く
／
人
間
愛
心
の
美
し
さ
に
涙
呑
ま
ん
と

す
」（
一
一
・
一
二
行
目
）
と
い
う
「
去
り
が
た
」
い
ま
ま
涙
す
る
絶
唱
に
、

「
散
華
」
と
い
う
言
葉
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。 

同
じ
言
葉
に
宿
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
に
拘
る
な
ら
ば
、「
大
い
な
る
文

学
の
た
め
に
、
／
死
ん
で
下
さ
い
。」
と
い
う
場
合
の
「
た
め
に
」
は
、
目

的
や
能
動
性
を
主
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
が
、
倒
置
法
が
用

い
ら
れ
た
「
自
分
も
死
に
ま
す
、
／
こ
の
戦
争
の
た
め
に
。」
に
は
、
原
因

や
受
動
性
が
自
ず
と
表
さ
れ
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。「
三
田
君
」

か
ら
届
い
た
書
簡
に
、
ま
ず
「
私
」
は
「
な
ん
と
も
尊
く
、
あ
り
が
た
く
、

う
れ
し
く
て
、
た
ま
ら
な
か
つ
た
」
と
い
う
感
情
が
溢
れ
、
再
び
書
き
写

す
こ
と
で
「
崇
高
な
献
身
の
覚
悟
」
と
い
う
内
実
を
読
み
取
っ
た
が
、
心

に
響
い
て
い
た
の
は
「
死
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
一
陣
の
涼
風
」
を
感

じ
た
語
句
で
あ
り
、「
私
も
死
に
ま
す
」
以
下
の
箇
所
で
は
な
い
。
し
か
し
、

遺
さ
れ
た
三
人
で
「
遺
稿
集
」
を
編
も
う
と
す
る
段
に
な
っ
て
三
度
目
に

書
き
写
す
際
に
は
、「
あ
の
お
便
り
の
言
々
句
々
が
好
き
な
の
で
あ
る
」
と

述
べ
る
こ
と
に
な
る
。 

つ
ま
り
、
能
動
的
に
「
文
学
」
へ
の
「
純
粋
の
献
身
」
を
「
私
」
に
迫
る

「
三
田
君
」
の
姿
だ
け
で
は
な
く
、「
こ
の
戦
争
」
と
い
う
出
来
事
へ
と
受

動
的
に
巻
き
込
ま
れ
た
め
に
、
自
ら
を
「
大
い
な
る
文
学
」
と
は
隔
た
っ

た
「
遠
い
空
」
と
の
交
信
役
に
位
置
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
三

田
君
」
の
幽
か
な
声
が
、「
言
々
句
々
」
の
連
な
り
の
裡
に
反
響
し
て
い
た

可
能
性
も
残
さ
れ
る
。
そ
の
受
動
性
に
曝
さ
れ
る
生
か
ら
の
切
迫
し
た
訴

え
は
ま
た
、「
大
イ
ナ
ル
戦
争
ノ
タ
メ
ニ
」
と
い
う
「
言
々
句
々
」
に
も
、

等
し
く
響
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

三
田
悊
は
、
前
掲
「
三
冊
の
手
帖
」
に
戸
石
と
の
長
い
交
流
の
最
後
の

一
幕
を
書
い
て
い
る
。「
戸
石
泰
一 

年
譜
」
に
拠
れ
ば
、
一
九
七
四
年
五

月
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

私
が
戸
石
さ
ん
と
最
後
に
会
っ
た
の
は
文
学
同
盟
主
催
「
文
学
の 

ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
」
に
同
行
し
、
再
び
花
巻
を
訪
れ
た
時
で
あ
る
。 

高
村
光
太
郎
の
山
居
、
宮
沢
賢
治
の
碑
、
成
島
の
毘
沙
門
天
様
と 

一
緒
に
バ
ス
で
回
り
な
が
ら
、
こ
れ
が
戸
石
さ
ん
と
相
会
う
最
後
に 

な
る
と
は
夢
に
も
考
え
は
し
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
そ
の
時
花
巻
で
バ
ス
を
お
り
た
戸
石
さ
ん
は
殆
ど
酒
を 

口
に
し
な
か
っ
た
。 

 

花
巻
の
廣
隆
寺
に
は
三
田
家
の
墓
所
が
あ
り
、
山
岸
外
史
が
揮
毫
し
た

三
田
循
司
の
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
。
戦
争
末
期
か
ら
敗
戦
後
の
八
年
間
、

光
太
郎
が
宮
澤
家
を
頼
り
な
が
ら
花
巻
で
自
責
反
省
の
生
活
を
送
っ
た
こ

と
を
、
多
く
の
兄
の
遺
品
を
生
家
に
眠
ら
せ
な
が
ら
、
悊
は
ど
の
よ
う
に
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感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
戸
石
が
三
冊
の
手
帖
を
三
田
家
か
ら
借

り
受
け
、「
大
イ
ナ
ル
戦
争
ノ
タ
メ
ニ
」
の
文
言
が
あ
る
「
玉
砕
」
を
発
表

し
た
時
、
長
い
付
き
合
い
が
後
々
ま
で
続
く
と
は
い
え
、
悊
は
い
か
な
る

想
い
を
抱
き
な
が
ら
戸
石
と
接
し
て
い
た
の
か
。 

直
接
尋
ね
る
こ
と
は
既
に
で
き
な
い
が
、
三
田
循
司
を
モ
デ
ル
に
し
た

二
つ
の
作
品
の
誕
生
に
立
ち
会
っ
た
悊
に
よ
る
覚
書
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

は
、
そ
の
沈
黙
し
た
ま
ま
の
出
来
事
の
一
端
に
、
僅
か
な
が
ら
で
も
想
像

力
を
働
か
せ
る
し
か
な
い
。 

  

注 

（
１
） 

拙
稿
「〈
資
料
紹
介
・
研
究
ノ
ー
ト
〉「
三
田
循
司
関
連
資
料
」（
日
本 

 

現
代
詩
歌
文
学
館
所
蔵
）
調
査
報
告―

―

太
宰
治
「
散
華
」
と
、
三
田
循  

司
日
記
の
部
分
翻
刻
（
稿
）
を
中
心
に―
―

」（「
慶
應
義
塾
志
木
高
等
学 

校
研
究
紀
要
」
二
〇
二
二
・
五
）、
他
に
「
那
珂
太
郎
と
太
宰
治
の
一
九 

四
三
年
九
月―

―

「
三
田
循
司
資
料
」
か
ら
発
見
さ
れ
た
那
珂
太
郎
の
戦 

中
日
記
」（「
現
代
詩
手
帖
」
二
〇
二
二
・
九
）、「
那
珂
太
郎
戦
中
日
記
」 

上
・
下
（
翻
刻
＝
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
、
注
＝
稿
者
、「
現
代
詩
手
帖
」 

二
〇
二
二
・
九
、
一
〇
）。 

（
２
）  

拙
稿
「
太
宰
治
「
散
華
」
と
「
三
田
循
司
関
連
資
料
」
の
教
材
化
と
三 

年
見
学
旅
行——―

附
：
三
田
循
司
の
未
定
詩
稿
「
宮
沢
賢
治
先
生
の
詩
碑  

の
前
で
」
翻
刻
」（「
慶
應
義
塾
志
木
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
二
〇
二
三
・ 

四
）。
な
お
、
荒
井
大
樹
氏
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
「
井
伏
鱒
二 

と 

荻
窪
風
土
記  

と 

阿
佐
ヶ
谷
文
士
」
内
の
「
太
宰
治
と
新
発
見
の
「
那
珂
太
郎 

戦
中
日 

記
」
を
め
ぐ
っ
て
＝
太
宰
治
を
訪
ね
た
出
陣
学
徒
た
ち
：
堤
重
久
・
三
田 

循

司

･
･

＝

」
（

二

〇

二

三

・

六

、

http://ogikubo-

bunshi.a.la9.jp/td-sange.html

、
二
〇
二
三
・
七
・
一
閲
覧
）
に

て
、
注
（
１
）（
２
）
に
挙
げ
た
拙
論
・
翻
刻
を
参
照
し
た
論
考
が
掲
載

さ
れ
た
。
荒
井
氏
の
〈
阿
佐
ヶ
谷
文
士
〉
を
め
ぐ
る
発
信
に
は
学
生
時
代

か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。 

（
３
） 

以
下
、
三
田
の
日
記
の
引
用
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
１
）〈
資
料
紹
介
・ 

研
究
ノ
ー
ト
〉
で
の
翻
刻
に
基
づ
く
。 

（
４
） 

前
掲
注
（
２
）
論
文 

（
５
） 

前
掲
注
（
１
）〈
資
料
紹
介
・
研
究
ノ
ー
ト
〉
に
て
同
書
簡
の
翻
刻
と 

解
説
を
し
て
い
る
。 

（
６
） 

北
川
透
「
文
学
の
一
兵
卒―

―

太
宰
治
「
散
華
」
に
つ
い
て
」（「
日
本 

文
学
研
究
」
一
九
九
九
・
一
） 

（
７
） 

松
本
和
也
「「
散
華
」
に
お
け
る
〝
小
説
〟
と
〝
詩
〟
」（
内
海
紀
子
・ 

小
澤
純
・
平
浩
一
編
『
太
宰
治
と
戦
争
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
九
・
五
） 

→

松
本
和
也
『
文
学
と
戦
争―

―

言
説
分
析
か
ら
考
え
る
昭
和
一
〇
年 

代
の
文
学
場
』（
同
、
二
〇
二
一
・
一
一
） 

 

［
附
記
］
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
使
用
許
可
を
い
た
だ
い
た
ご 

遺
族
の
佐
々
木
比
子
氏
、
調
査
・
翻
刻
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
、 

豊
泉
豪
氏
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
の
み
な
さ
ま
に
厚
く 

 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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